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報
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道
東
地
区
教
会
連
合
会
長
　
玉
置
徳
衛

　
平
成
十
五
年
度
、
道
東
地
区
教
会
連
合
会
総
会

が
、
三
月
九
日
、
十
日
帯
広
教
会
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
道
東
地
方
は
、
暴
風
雪

で
、
網
走
、
北
見
教
会
か
ら
の
参
加
者
は
、
ま
さ

に
、
よ
う
こ
そ
の
ご
参
加
で
し
た
。

　
総
会
開
会
前
に
、
教
師
会
、
信
徒
会
の
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
総
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
研
修
会
「
あ
い
よ
か
け
よ
の
つ
ど

い
」
（
教
会
連
合
会
・
教
務
セ
ン
タ
ー
共
催
）
を
開

催
し
ま
し
た
。
札
幌
東
教
会
在
籍
の
運
動
推
進
員
・

上
出
清
氏
を
講
師
に
迎
え
、
祈
り
、
対
話
、
行
動
に

関
わ
る
信
仰
体
験
、
実
践
へ
の
促
し
に
つ
い
て
の
講

話
を
聞
き
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
総
会
・
研
修
会
終
了
後
、
会
場
を
十
勝
川
温
泉
国

際
ホ
テ
ル
筒
井
に
移
し
、
懇
親
会
を
行
い
九
日
の
行

事
を
終
了
し
ま
し
た
。
第
二
日
は
、
九
時
よ
り
教
区

行
事
に
つ
い
て
の
懇
談
を
行
い
十
時
終
了
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
新
年
度
の
事
業
・
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
教
祖
百
二
十
年
奉
祝
北
海
道
集
会
。

　
　
日
　
時
　
六
月
二
十
二
日
（
日
）

　
　
※
詳
細
は
最
後
の
ペ
ー
ジ
。

二
、
青
少
年
育
成
行
事
「
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
」

教
区
行
事
に
連
合
会
も
協
働
し
て
取
り
組
む
。
こ

の
度
は
、
道
北
、
道
東
地
区
連
合
会
が
協
力
し
て

開
催
す
る
。

　
　
日
　
時
　
七
月
二
六
（
土
）
〜
二
七
日
（
日
）

　
　
※
詳
細
は
最
後
の
ペ
ー
ジ
。

三
、
連
合
会
機
関
誌
「
道
東
光
報
」

　
　
四
月
と
十
月
に
発
行
。

四
、
第
三
回
道
東
地
区
教
会
連
合
会

　
　
　
　
　
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
。

　
　
日
　
時
　
六
月
十
五
日
（
日
）

　
　
場
　
所
　
阿
寒
丹
頂
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
当
番
教
会
　
釧
路
教
会

　
　
※
詳
細
は
最
後
の
ペ
ー
ジ
。

五
、
大
祭
交
流
参
拝
（
日
時
は
最
後
の
ペ
ー
ジ
）

　
◎
網
走
教
会
布
教
八
十
年
記
念
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
六
日
（
日
）
十
一
時
。

六
、
教
会
連
合
会
役
員
会

　
　
日
　
時
　
十
一
月
二
十
三
日
（
日
）

　
　
会
　
場
　
網
走
教
会

七
、
教
祖
百
二
十
年
「
金
光
教
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト

　
　
Ｃ
Ｍ
」
放
映
に
つ
い
て
。

北
海
道
の
教
区
で
の
放
映
料
と
制
作
費
負
担
分
八

十
二
万
円
（
十
五
秒
Ｃ
Ｍ
十
本
）
。
金
光
教
の
名

前
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
教
会
長
、
教

師
、
信
徒
役
員
は
賛
同
す
る
が
、
他
の
方
法
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
り
、
連
合
会
と

し
て
は
取
り
決
め
ず
、
実
施
の
時
は
、
各
教
会
の

判
断
に
任
す
こ
と
に
な
っ
た
。
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帯
広
教
会

帯
広
市
東
四
条
南
八
丁
目
四
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

釧
路
市
宮
本
一
丁
目
五
番
二
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
六
一

釧
路
教
会

北
見
市
寿
町
三
丁
目
五
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

北
見
教
会

　
三
月
二
十
一
日
、
霊
祭
の
後
の

お
茶
の
席
で
、
ち
ょ
う
ど
入
院
さ

れ
て
い
た
田
代
皓
彦
さ
ん
の
事
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

日
は
、
娘
さ
ん
一
家
が
お
見
舞
い

に
来
て
お
ら
れ
、
奥
さ
ん
の
話
で

は
「
今
ま
で
と
は
違
い
、
少
し
よ

く
な
り
そ
う
で
す
。
」
と
の
お
話

で
、
み
な
一
日
も
早
い
回
復
を

願
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
突
然
容

態
が
悪
化
し
、
八
時
三
十
分
眠
る

が
ご
と
く
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
葬
儀
に
は
道
東
地
区
教
会
連
合

会
、
各
教
会
、
信
徒
会
、
信
奉
者

の
皆
様
の
参
拝
、
弔
電
を
頂
き
、

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
田
代
さ
ん
は
、
北
見
教
会
だ
け

で
は
な
く
、
北
海
道
の
信
奉
者
と

し
て
、
あ
る
い
は
輔
教
と
し
て
の

あ
り
方
を
考
え
て
行
動
さ
れ
、
金

光
教
の
発
展
を
を
願
っ
て
お
ら
れ

た
方
で
し
た
。

　
近
年
の
北
見
教
会
は
、
毎
年
の

よ
う
に
偉
大
な
先
輩
が
、
お
国
替

え
さ
れ
て
お
り
、
特
に
田
代
さ
ん

は
、
教
会
行
事
、
信
徒
会
行
事
、

先
生
の
お
手
代
わ
り
と
、
全
て
の

事
に
心
を
配
り
を
さ
れ
て
い
た
方

で
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら

の
行
事
を
し
っ
か
り
と
仕
え
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

天
地
金
乃
神
大
祭
　
五
月
三
日

半
年
感
謝
祭
　
六
月
三
十
日

教
会
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
十
四
日

秋
季
霊
祭
　
九
月
二
十
三
日

教
百
二
十
年
記
念
大
祭
団
体
参
拝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
一
日

生
神
金
光
大
神
大
祭
十
一
月
三
日

越
年
感
謝
祭
　
十
二
月
三
十
一
日

道
東
地
区
の
親
睦
行
事
に
も
参
加

い
た
し
ま
す
。

　
四
月
九
日
、
イ
ラ
ク
政
府
が
崩

壊
し
ま
し
た
。
近
年
ソ
連
が
、
ド

イ
ツ
が
、
と
国
が
崩
壊
、
統
合
さ

れ
て
い
ま
す
。
世
界
が
変
わ
っ
て

来
て
い
ま
す
。
今
後
も
ま
だ
ま
だ

続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
に
日
本
の
社
会
も
変

わ
っ
て
来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
も
一
つ
の
時
代
の
流
れ

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
み
な
さ
ん
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
便

利
さ
快
適
さ
は
ご
存
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
情
報
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等

い
ろ
い
ろ
な
形
で
活
用
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
最
近
、
結
婚
を

目
的
と
し
た
サ
イ
ト
が
あ
り
、
出

会
い
系
サ
イ
ト
で
は
少
し
問
題
が

あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
し
、
写
真
で
見

合
い
、
ネ
ッ
ト
で
会
話
を
行
い
、

相
性
が
あ
え
ば
結
婚
に
な
る
よ
う

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
も
変

わ
り
、
恋
の
行
方
も
変
化
し
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
あ
る
企
業
が
個
人
契
約

を
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
で
お
墓
参

り
、
お
経
も
あ
げ
て
く
れ
る
と
い

う
も
の
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
ご
く
自
然
に
受
け
入

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
わ
が
金
光
教
の
布
教
の
上

に
お
い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
さ
れ
、
教
会
活
動
の
紹
介
や

み
教
え
が
あ
り
、
未
信
奉
者
、
若

者
の
話
し
相
手
の
手
段
と
し
て
多

変
な
当
た
り
年
？

　
昨
年
の
十
二
月
四
日
の
朝
、
出

張
の
息
子
を
車
で
駅
ま
で
送
っ
て

行
く
途
中
、
衝
突
事
故
に
遭
い
ま

し
た
。
幸
い
、
息
子
は
後
ろ
の
座

席
に
座
っ
て
い
た
の
で
、
私
も
息

子
も
、
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
車
の
運

転
手
に
も
怪
我
は
な
く
、
息
子

は
、
次
発
の
特
急
で
出
発
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
保
険
屋
さ
ん

か
ら
の
連
絡
で
は
、
状
況
か
ら
す

る
と
私
が
悪
く
、
一
対
九
で
処
理

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
車
両
保
険
に
入
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
全
額
保
険
金
が
出
た

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
社

会
生
活
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
欠
か
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会

存
在
と
し
て
の
教
会
は
、
い
ろ
い

ろ
な
面
に
お
い
て
対
応
し
、
少
し

で
も
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
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の
で
す
が
、
車
の
修
理
費
用
を
考

え
る
と
か
な
り
高
く
つ
く
の
で
、

息
子
に
冗
談
半
分
に
「
お
前
の

車
、
五
十
万
円
で
お
父
さ
ん
に
売

り
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
た
ら
、

「
Ｏ
Ｋ
」
と
な
り
、
息
子
の
車
が

私
の
車
に
な
り
ま
し
た
。

お
正
月

　
年
賀
状
の
当
選
を
何
や
か
や

で
、
な
か
な
か
調
べ
ら
れ
な
い
で

居
ま
し
た
が
、
二
月
の
中
頃
に
、

娘
が
、
郵
便
局
か
ら
当
た
り
番
号

を
貰
っ
て
き
て
調
べ
て
く
れ
た
ら

し
く
、
「
お
父
さ
ん
、
二
等
と
三

等
と
、
四
等
が
自
分
の
も
入
れ

て
、
十
九
枚
も
当
た
っ
て
い
た
よ

と
い
う
の
で
す
。

　
翌
日
娘
が
、
近
く
の
郵
便
局
に

行
く
と
、
「
え
っ
！
、
二
等
と
、

三
等
と
四
等
が
十
九
枚
」
と
い
う

こ
と
で
み
ん
な
大
騒
ぎ
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
二
等
と
三
等
は
パ
ン

フ
で
貰
う
も
の
を
決
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
四
等
の
切
手
シ
ー

ト
は
、
今
郵
便
局
に
無
い
か
ら
、

あ
と
で
送
り
ま
す
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
二
等
の
電
子

辞
書
は
、
家
内
が
る
ん
る
ん
気
分

で
使
っ
て
い
て
、
三
等
の
郷
土
の

お
み
や
げ
は
、
ハ
ム
セ
ッ
ト
み
た

網
走
市
北
四
条
西
一
丁
目
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

網
走
教
会

　
今
年
、
教
団
に
と
っ
て
は
教
祖

様
の
一
二
〇
年
、
網
走
教
会
に

と
っ
て
は
布
教
八
〇
年
の
お
年
柄

を
迎
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
教

祖
様
の
ご
縁
に
つ
な
が
り
こ
の
網

走
で
お
道
の
布
教
が
展
開
さ
れ
、

多
く
の
人
が
救
い
導
か
れ
、
ま
た

そ
の
救
い
導
か
れ
た
人
が
他
の

人
々
を
救
い
導
い
て
、
今
日
の
網

走
教
会
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
布
教
八
〇
年
と
い
う
節
年

に
あ
っ
て
、
信
奉
者
一
人
一
人
が

教
祖
様
の
信
心
を
改
め
て
頂
き
直

滝
上
教
会

紋
別
郡
滝
上
町
元
町
士
別
通
り

し
、
歴
代
教
会
長
や
多
く
の
先
輩

方
の
業
績
に
鑑
み
、
改
め
て
そ
の

お
徳
に
感
謝
し
、
こ
の
感
謝
を
土

台
に
し
て
さ
ら(

新
し
い)

な
る
展
開

の
大
み
か
げ
を
蒙
り
た
い
と
祈
念

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
四
月
に
入
り
ま

し
て
、
布
教
八
〇
年
記
念
大
祭
奉

迎
委
員
会
を
設
置
し
、
記
念
祭
当

日
の
役
割
分
担
な
ど
の
ご
用
奉
仕

体
制
を
整
え
つ
つ
、
記
念
祭
を
迎

え
る
に
当
た
っ
て
教
祖
様
の
お
広

前
に
恥
じ
な
い
、
親
神
様
が
喜
ば

れ
る
あ
り
方
と
い
う
も
の
を
模
索

し
な
が
ら
、
役
員
始
め
信
奉
者
一

同
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ま
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

い
な
も
の
を
貰
い
ま
し
た
。
私
の

手
元
に
は
、
切
手
シ
ー
ト
だ
け
が

あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
三
等
の
葉

書
を
送
っ
て
く
れ
た
の
は
、
何
と

保
険
屋
さ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、

今
ま
で
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
の

無
か
っ
た
息
子
が
、
年
明
け
に
購

入
し
た
新
車
を
見
せ
る
と
い
っ

て
、
札
幌
の
友
達
の
と
こ
ろ
に
遊

び
に
行
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
事
故
っ

て
…
こ
れ
っ
て
、
当
た
り
年
？

　
滝
上
教
会
在
籍
の
あ
る
信
奉
者

の
式
年
祭
が
四
月
五
日
に
あ
り
ま

し
た
。

　
信
奉
者
が
年
々
減
っ
て
、
淋
し

く
な
っ
て
い
く
中
、
ご
一
家
で
お

父
さ
ん
の
霊
様
を
慕
い
、
毎
日
寝

る
前
に
家
族
揃
っ
て
金
光
様
の
お

宮
に
お
参
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
本
政
道
先
生
に
つ
い
て
、
明

治
四
二
年
に
開
拓
に
入
ら
れ
た
ご

一
家
で
、
だ
ん
だ
ん
滝
上
を
出
て

暮
ら
す
方
々
も
多
い
中
、
頑
張
っ

て
滝
上
で
生
計
を
立
て
て
居
ら
れ

る
ご
一
家
で
す
。

　
式
年
に
あ
た
る
霊
様
は
陸
軍
飛

行
学
校
教
育
隊
の
教
官
を
さ
れ
、

後
輩
の
指
導
に
当
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
就
任
の
挨
拶
で

「
俺
は
、
お
前
た
ち
を
絶
対
に
な

ぐ
ら
な
い
」
と
訓
示
し
た
そ
う
で

す
。
お
葬
儀
の
時
、
当
時
の
訓
練

生
か
ら
、
弔
電
が
届
き
、
そ
の
こ

と
が
解
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当

時
の
訓
練
生
が
何
人
と
な
く
訪
ね

来
て
、
「
ご
主
人
の
お
か
げ
で
今

日
の
自
分
が
あ
り
ま
す
」
、
と
ご

挨
拶
を
頂
き
、
胸
に
暑
い
も
の
を

感
じ
た
と
い
い
ま
す
。

　
五
月
二
十
四
日
、
芝
桜
が
満
開

の
頃
、
天
地
金
乃
神
大
祭
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
。

池
田
町
旭
町
一
丁
目
九
番
地
二
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
二
三
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
四
二
一
三

十
勝
教
会

　
四
月
二
十
日
に
は
道
東
地
区
の
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道
東
地
区
教
会
連
合
会
事
務
所
　
〒
〇
八
三
―
〇
〇
〇
一
　
中
川
郡
池
田
町
旭
町
一
―
九
―
二
一
　
金
光
教
十
勝
教
会

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
天
地
金
乃
神
大

祭
が
仕
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
、

根
雪
の
量
が
相
当
に
あ
り
、
大
祭

前
の
大
掃
除
で
は
、
日
陰
の
雪
割

り
が
仕
切
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

で
も
、
雪
の
消
え
た
日
向
の
斜
面

で
は
、
福
寿
草
が
満
開
で
す
。

　
二
月
十
一
日
行
わ
れ
た
信
徒
総

会
で
、
信
徒
会
長
の
和
崎
さ
ん

が
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
和
崎
さ

ん
の
後
任
は
次
回
総
会
で
選
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で

は
、
副
会
長
の
三
浦
さ
ん
が
代
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
十
勝
教
会
で
は
、
今
年
も
七
月

に
「
社
会
奉
仕
の
日
」
に
併
せ
て

親
睦
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
十
月
に
は
教

祖
一
二
〇
年
記
念
祭
に
団
体
参
拝

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
併
せ
て
四
国

観
光
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

日
　
時
　
七
月
二
十
六
日
（
土
）
〜
二
十
七
日
（
日
）

場
　
所
　
紋
別
郡
白
滝
村
白
滝
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

内
　
容
　
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

　
　
　
　
う
ど
ん
作
り
等
を
通
し
て
仲
間
た
ち
と
ふ
れ

合
い
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
え
る
よ
う
に
な

ろ
う
。

参
加
費
　
三
、
０
０
０
円

※
申
込
み
は
各
教
会
ま
で
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
道
央
・
道
南
地
区
は
小
樽
市
お
こ
ば
ち
山
荘
で
同
時

開
催
し
ま
す
。

教
区
少
年
少
女
キ
ャ
ン
プ

﹁
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
﹂

﹁
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
﹂

﹁
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
﹂

﹁
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
﹂

﹁
み
ど
り
の
ひ
ろ
ば
﹂

　
日
　
時

六
月
二
十
二
日
（
日
）
午
後
一
時

　
場
　
所

ル
ー
シ
ス
札
幌
（
札
幌
市
中
央
区
南
七
西
一
）

　
第
一
部

講
演
と
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

イ
ジ
ン
グ
ウ

　
　
　
　
　
講
師
　
韓
国
金
光
教
理
事
・
李
真
求
先
生

　
　
　
　
「
韓
国
金
光
教
と
私
」

　
第
二
部

李
先
生
を
か
こ
ん
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

午
後
五
時
三
十
分
終
了

　
参
加
費

講
演
の
み

　
　
三
〇
〇
円

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

二
、
〇
〇
〇
円

※
申
込
み
は
各
教
会
へ
。

教
祖
一
二
〇
年
奉
祝
北
海
道
集
会

第
三
回
道
東
地
区
教
会
連
合
会

　
　
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
　
六
月
十
五
日
（
日
）
十
一
時

場
所
　
阿
寒
町
道
の
駅
阿
寒
丹
頂
の
里

　
　
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
懇
親
会

当
番
教
会
　
釧
路
教
会

※
詳
細
は
追
っ
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

道東地区各教会大祭日程
　　　　　天地金乃神大祭 生神金光大神大祭

・釧　路 ５月１８日 １０月１９日 11:30

・北　見 ５月　３日 １１月　３日 11:30

・十　勝 ４月２０日 １１月１６日 11:00

・帯　広 ４月２７日 １１月　９日 11:30

・網　走 ７月　６日 １０月２６日 11:30

・滝　上 ５月２４日 １０月２５日 11:00

★網走教会布教８０年記念大祭
　 ７月６日（日）

「
あ
い
よ
か
け
よ
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
。
講
演
記
録
集

　
　
早
　
川
　
公
　
明
　
　

　
　
北
海
道
教
務
セ
ン
タ
ー
編

　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇
〇
円

「
あ
い
よ
か
け
よ
」

　
　
　
　
　
を
め
ぐ
っ
て

-４ -



平成 15年度　道東地区教会連合会総会　（3/9）
あいよかけよのつどい道東地区集会

平成 15年度総会
帯広教会を会場に、平成 15年度の総会行事が行われました。

平成 15年「あいよかけよの集い」道東地区集会
総会行事に引き続き、運動推進員の上出清氏（札幌東教会輔教・左下）を講師に
「あいよかけよの集い」道東地区集会が開かれました。

おまけ　懇親会
総会行事、「あいよかけよの集い」終了後、会場を十勝川温泉・筒井温泉ホテルに
移して懇親会を行いました。


